
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
・
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
）

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
・
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
）

募

集

職
員
採
用
試
験
　
締
切
間
近

　
令
和
８
年
４
月
１
日
採
用
の
栃
木

市
職
員
採
用
試
験
の
募
集
締
切
は
７

月
31
日
（
木
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
応
募
く

だ
さ
い
。

募
集
職
種
　
一
般
事

務
、
土
木
技
師
、
建

築
技
師
、
一
般
事
務

（
障
が
い
者
）、
消
防

※
詳
し
い
受
験
資
格

等
は
、
試
験
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

７
月
31

日
（
木
）
17
時
必
着

※
受
付
は
電
子
申
請

問
市
職
員
採
用
試
験:

総
務
人
事
課

☎
（21）
２
３
５
１

消
防
職
員
採
用
試
験:

消
防
総
務
課　

☎
（23）
３
５
２
７

栃
木
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振

興
審
議
会
委
員
（
公
募
委
員
）
募
集

　
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
振
興

に
関
す
る
施
策
を
計
画
的
か
つ
総
合

的
に
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
必
要
な

事
項
を
審
議
す
る
た
め
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
に
在
住
・
在
勤
で
、
中

小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関

心
が
あ
る
方
（
本
市
の
審
議
会
等
の
委

員
を
２
つ
以
上
兼
務
し
て
い
る
方
を
除
く
）

任
期　
９
月
１
日
〜
令
和
９
年
８
月

31
日
（
年
２
回
程
度
開
催
予
定
）

定
員　
２
人
（
選
考
に
よ
り
決
定
）

報
酬　

会
議
１
回
に
つ
き
４
，

０
０
０
円

申
込　
所
定
の
応
募
用
紙（
問
合
先
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
設
置
）
を
、
直

接
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
て
。

８
月
８
日
（
金
）
必
着
。

問
商
工
振
興
課　

  

☎
（21）
２
７
５
９

『
ご
み
減
量
宣
言
事
業
所
』
を

　
　
　
　
　
　
　
　
募
集
し
ま
す

　
ご
み
の
発
生
抑
制
・
再
利
用
・
再

資
源
化
な
ど
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
推

進
し
、
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、「
栃
木
市
ご
み
減

量
推
進
に
関
す
る
宣
言
書
」
に
ご
賛

同
い
た
だ
け
る
ご
み
減
量
宣
言
事
業

所
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
事
業

所
※
既
に
宣
言
い
た
だ
い
て
い
る
事

業
所
は
除
き
ま
す
。

応
募
方
法　
所
定
の
応
募
用
紙
（
提

出
先
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
設

置
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

提
出
。
※
随
時
受
付
中

宣
言
事
業
所
の
メ
リ
ッ
ト　
宣
言
事

業
所
の
名
称
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

環
境
啓
発
イ
ベ
ン
ト
等
で
公
表
。

提
出
先　
ク
リ
ー
ン
推
進
課
、
商
工

振
興
課
、
各
地
域
づ
く

り
推
進
課
※
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
ク
リ
ー
ン
推
進
課
☎

（31）
２
４
４
７

市
営
住
宅
入
居
情
報

市
営
住
宅

平
柳
市
営
住
宅　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸

（
３
階
）

大
宮
市
営
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

（
２
階
）

川
原
田
市
営
住
宅　
３
Ｄ
Ｋ　
１
戸

（
８
階
）

平
井
市
営
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸　

（
３
階
）
※
単
身
可

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ
イ

ハ
イ
ツ
）（
申
込
み
は
所
得
月
額

48
万
７
千
円
ま
で
の
方
）

ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳　

３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
（
78
・
45
㎡
）　

１
戸　

家
賃

６
万
９
千
円
／
月

共
通
事
項

申
込
期
間　
７
月
31
日
（
木
）
〜
８

月
６
日
（
水
）

入
居
日　
９
月
１
日
（
月
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
入
居

者
を
決
定
し
ま
す
／
都
合
に
よ
り
、

募
集
住
戸
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
／
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細
は

問
合
先
へ
。

問
宅
建
と
ち
ぎ
公
営
住
宅
管
理
セ

ン
タ
ー　

           

☎
（21）
８
６
７
７

ア
ダ
プ
ト
制
度
に

　
　
　
　
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
ア
ダ
プ
ト
制
度
と
は
、
個
人
や
団

体
、
企
業
等
の
グ
ル
ー
プ
が
道
路
・

河
川
・
公
園
の
公
共
施
設
に
お
い

て
美
化
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
い
た
だ
く
市
民
参
加
の
制
度
で

す
。
市
で
は
清
掃
用
具
の
貸
出
や
草

花
の
種
・
球
根
の
配
布
等
の
支
援
を

行
い
ま
す
。
き
れ
い
で
住
み
よ
い
街

づ
く
り
の
た
め
に
、
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ア
ダ
プ
ト
制
度
の
流
れ

①
市
へ
問
い
合
わ
せ
を
す
る

②
市
と
協
議
を
し
て
活
動
区
域
を
設

定
し
、
届
出
書
を
提
出
す
る

③
市
と
合
意
書
を
取
交
す

④
市
と
協
議
し
な
が
ら
維
持
管
理
活

動
を
行
う

問
道
路
・
河
川:

道
路
河
川
維
持
課

☎
（21）
２
７
７
３

公
園:

公
園
緑
地
課
☎
（21）
２
７
７
９

住
宅
の
耐
震
無
料
相
談
会

　
住
宅
の
耐
震
化
に
関
す
る
お
悩
み

に
お
答
え
し
ま
す
。
参
加
費
無
料
、

事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時

８
月
27
日（
水
）
10
時
〜
16
時

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
（
万
町
）
１

階
市
民
ス
ペ
ー
ス

対
象　
市
内
に
あ
る
木
造
の
一
戸
建

て
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
な
ど

そ
の
他　

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建

て
ら
れ
た
木
造
２
階
建
て
以
下
の
一

戸
建
て
住
宅
に
お
住
い
の
方
は
耐
震

に
係
る
補
助
金
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。な
お
、そ
の
場
で

の
詳
細
な
耐
震
診
断
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
建
築
指
導
課　

  

☎
（21）
２
４
４
１

消
防
署
庁
舎
等
の
工
事
に
つ
い
て

（
仮
称
）
栃
木
市
消
防
署
北
部
分
署
庁

舎
整
備
の
造
成
工
事
が
始
ま
り
ま
す

令
和
５
年
２
月
に
庁
舎
整
備
基
本

計
画
を
策
定
し
、
西
方
町
元
地
内
に

お
い
て
計
画
を
進
め
て
き
ま
し
た
、

（
仮
称
）
栃
木
市
消
防
署
北
部
分
署

に
つ
き
ま
し
て
、
７
月
下
旬
か
ら
造

成
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
は

令
和
８
年
度
か
ら
９
年
度
に
か
け
て

建
築
工
事
、
外
構
工
事
等
を
行
い
、

令
和
10
年
３
月
末
頃
の
開
庁
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
長
期
間
に
渡
る
工
事

と
な
り
ま
す
が
、
周
辺
に
お
住
い
の

皆
様
に
は
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

栃
木
市
消
防
本
部
・
栃
木
市
消
防
署

建
築
工
事
が
完
了
し
ま
し
た

　
令
和
３
年
５
月
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
栃
木
市
消
防
本
部
・
栃
木
市
消
防

署
建
築
工
事
は
、
令
和
７
年
７
月
に

訓
練
塔
副
塔
建
築
工
事
、
消
防
本
部

外
構
工
事
が
終
了
し
、
全
て
の
工
事

が
完
了
し
ま
し
た
。

　
工
事
期
間
中
は
皆
様
に
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
し
た
が
、
ご
協
力
に
よ

り
無
事
工
事
が
完
了
で
き
た
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

市
民
の
皆
様
の
安
全
安
心
の
た
め
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
消
防
総
務
課　

☎
（23）
３
５
２
７

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附

       

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
小
平
浪
平
顕
彰
の
た
め
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
、
ジ
ャ
パ
ン
ソ
ル
ト
株

式
会
社
様
か
ら
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、「
小
平

浪
平
顕
彰
事
業
」「
小
平
浪
平
生
家

管
理
費
」
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問
総
合
政
策
課　

  

☎
（21）
２
１
４
４

児
童
福
祉
・
学
校
教
育
の
た
め
の

寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
児
童
福
祉
お
よ
び
学
校
教
育
の
た

め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
中な
か
の野

好よ
し
お雄
様
か
ら
子
育
て
支
援
と
し
て
現

金
20
万
円
、
教
育
支
援
と
し
て
母
校

の
栃
木
中
央
小
学
校
お
よ
び
栃
木
東

中
学
校
へ
そ
れ
ぞ
れ
10
万
円
相
当
の

物
品
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
寄
附
は
、
子
育
て
環

境
と
学
校
環
境
の
充
実
の
た
め
に
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
子
育
て
総
務
課  

☎
（21）
２
１
６
５

    

学
校
施
設
課　

  

☎
（21）
２
４
６
４

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
消
防
力
の
向
上
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
、
エ
ネ
グ
ロ
ー
バ
ル
株
式
会
社

様
か
ら
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
し

て
１
０
０
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、「
北
部

分
署
整
備
事
業
費
」
に
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
総
合
政
策
課　

  

☎
（21）
２
１
４
４

栃木市は非核平和宣言都市です
　市では、核兵器廃絶と世界の恒久平和を推進することを表明するため、
平成 24年３月１日に「非核平和都市宣言」を行い、この宣言に基づき各
種啓発事業に取り組んでいます。             問 総務人事課☎（21）2342

栃木市非核平和都市宣言
わが国

くに
は、広

ひろしま
島・長

ながさき
崎に投

とう
下
か
された原

げんし
子爆
ばくだん
弾による世

せかい
界で唯

ゆいいつ
一の戦
せんそう
争

被
ひばく
爆国
こく
です。多

おお
くの犠

ぎせい
牲のもとに戦

せんそう
争の悲

ひさん
惨さ、平

へいわ
和の大

たい
切
せつ
さを学

まな
んだ日

に

本
ほん
国
こく
民
みん
は、憲

けんぽう
法に恒

こうきゅう
久平

へいわ
和の理

りそう
想を掲

かか
げ、その実

じつげん
現に努

つと
めてきました。

しかし、世
せかい
界各
かくち
地に核

かくへいき
兵器が存

そんざい
在し、人

じんるい
類はその脅

きょうい
威にさらされ続

つづ
けて

います。さらに、わが国
くに
では東
ひがしにほん
日本大

だいしんさい
震災による原

げんしりょく
子力発

はつでんしょ
電所の事

じ こ
故

が発
はっせい
生し、再

ふたた
び放
ほう
射
しゃ
性
せい
物
ぶっ
質
しつ
の被
ひがい
害と向

む
き合
あ
うことになりました。

栃
とちぎし
木市は、豊

ゆた
かな自

し
然
ぜん
に恵
めぐ
まれ、歴

れきし
史と伝

でんとう
統に育

はぐく
まれてきたまちです。

このまちを誇
ほこ
りに思

おも
う栃
とちぎ
木市
しみん
民は、核

かくへいき
兵器の脅

きょうい
威のない平

へいわ
和で安

あんしん
心して暮

く

らせる社
しゃ
会
かい
の実
じつげん
現を求

もと
めて自

みずか
ら行
こうどう
動し、未

みらい
来を支

ささ
える子

こ
どもたちに戦

せんそう
争の

悲
ひさん
惨さ、平

へいわ
和の大

たい
切
せつ
さを伝

つた
えていくことを誓

ちか
います。

そして、核
かくへいき
兵器の廃

はいぜつ
絶と平

へいわ
和で安

あんしん
心して暮

く
らせる社

しゃ
会
かい
の実
じつげん
現を全

ぜんせかい
世界の

人
ひとびと
々に強

つよ
く訴
うった
え、ここに栃

とちぎし
木市が ｢非

ひかく
核平
へいわ
和都
と し
市 ｣ であることを宣

せんげん
言し

ます。　　　　　　　　　　　　　平成 24年 3月 1日  栃木県栃木市

一般事務
土木・建築技師消防 一般事務

（障がい者）
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